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4-3　研究力強化戦略室
研究大学強化促進事業（5-8 に記載）においては，各研究機関にリサーチ・アドミニストレーター（University 

Research Administrator, URA）を置き，研究活動の企画・マネジメント，研究力の強化，また研究成果の活用，そのた

めの広報等を担当することが求められている。自然科学研究機構では，機構本部に研究力強化推進本部を置くほか，

各機関に研究力強化戦略室が設置され，それぞれに URA 等のマネジメント人材，支援スタッフを置く形となっている。

分子科学研究所の研究力強化戦略室では，室長を研究総主幹が務め，現場の運営を担うスタッフとして，2022 年度現

在で URA 職員 4 名，助手 1 名，特任及び特命専門員 3 名，事務及び技術支援員 5 名の体制で運用している。また室

員として，室長の他に所内教授 4 名と技術推進部長を指名し，随時，研究力の維持・強化に向けた方策に関する議論

をする会議の場を設けている。この会議には，所長，及び必要に応じて URA 職員も同席する。また研究力強化戦略

室の内部組織として共同利用推進室を設置し機器センターチームリーダーが中心となり，所外の共同利用の推進のた

めの諸業務を担うこととなった。それには，「大学連携研究設備ネットワーク」や「マテリアル先端リサーチインフラ」

等の事業に関わる業務も一部含まれる。

研究力強化戦略室が現在になっている主な業務は，評価・IR，企画・概算要求，支援スタッフ等の人事管理，広報・

アウトリーチ，国内及び国際共同研究推進，研究者支援，施設管理等があげられる。これらの業務を，必要に応じて

各部門や施設，事務センター，機構本部等と連携して進め，研究者と事務組織の間を繋ぐ役割を担っている。


